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令和7年度寄附講座事業成果報告書 

（徳島大学大学院医歯薬学研究部 実践地域診療・医科学分野） 

                                     

１ 概要 

 

 本寄附講座は、2015年 11月-2020 年 3月まで JA 徳島厚生連阿南医療センターにおいて、地域医療支援

活動していた寄附講座「糖尿病・代謝疾患治療医学分野」を基盤として、発展改組の形をとって2020年4月1日

に実践地域診療・医科学分野として発足しました。現在、支援診療科目とスタッフを拡充し、糖尿病などの生活習

慣病・循環器疾患・血液疾患・消化器内科・外科疾患・乳腺および甲状腺疾患・放射線等画像診断に関して、阿南

医療センターでの外来診療や病棟診療などの包括的な総合診療支援業務を実施しています。また同センター内

に開設された阿南地域医療教育センターを拠点として、徳島大学の実習医学生・研修医および専攻医の効果的

なトレーニングを実施し、将来の地域医療を担う若手医師育成や、臨床研究の推進を活動目標としています（下

図）。 

 

今年度の構成員は、特任教授6名(糖尿病・内分泌代謝内科学：粟飯原賢一、循環器・不整脈学：添木武、消化器

外科学：西 正暁、放射線医学：新家崇義、血液内科学：中村信元、消化器内科学：河野豊)、特任准教授 1 名（糖
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尿病・内分泌代謝内科学：湯浅智之）、特任助教1名(糖尿病・内分泌代謝内科学：浅井孝仁、技術補佐員2名(上

元良子、関根明子)で活動しており、具体的な本講座の主要業務としては以下の5つの点であります。 

 

① 包括的な地域医療に必要な人材を育成するための研修方法の開発 

② 限られた医療人材による効率的な地域医療のあり方に関する研究 

③ 地域住民の生活習慣病やそれに関連する循環器疾患の発症進展予防のための臨床基盤研究 

④ 地域での消化器疾患・血液疾患・内分泌腫瘍および各種癌患者の診断・治療技術向上のための研究 

⑤ 救急を含む急性期医療における地域動向解析と適切な診療技術や診療システムの開発 

 

 

２ 教育面 

 

(1) 卒前教育 
 徳島大学医学部医学科の学生に対して、各診療科におけるPBLチュートリアルコースの正副責任者として、コ

ース運営にあたっています。また、クリニカル・クラークシップにおいては、徳島大学病院の外来・病棟実習で指

導を行っています。地域医療学実習としては、新型コロナウイルス感染によるバーチャル実習から対面実習に

戻すことになり、現在は 1班3名ずつの受け入れ、回復期リハビリ病棟での実習および訪問看護同行実習を行

なっています。また、徳島大学病院でのクリニカルクラークシップ終了後の、指定学外実習、および選択実習に

ついても医学科学生を受け入れ、診療グループの一員として内科系診療科および外科系診療科領域の実習 

(医学部生に対して、手術に実際に参加してもらい皮膚縫合などを行ってもらっています) や症例報告書の発表

指導および早朝のミニレクチャーを実施しています。 

 

(2) 卒後教育 

 徳島大学病院卒後臨床研修センターおよび徳島大学大学院医歯薬学研究部 血液・内分泌代謝内科学教室、

消化器内科学教室、循環器内科学教室、消化器移植外科学教室、放射線医学教室と連携し、初期研修医の教育

や臨床指導を大学病院および阿南医療センターにおいて実施しています。さらに毎週水曜日に阿南地域医療教

育センターにおいて寄附講座スタッフと阿南医療センター若手医師で抄読会や症例検討会を実施しており、英語

論文作成指導も個々に行なっています。 

 

 

３ 研究面 

 

本講座では、徳島大学病院と阿南医療センターの診療を通じて、基礎および臨床面での各診療領域での病態

解明と治療の開発研究を行うことを大きな使命としています。研究テーマとしては以下のものが進行中であり、

研究論文発表も行いました。 

 

<糖尿病・内分泌代謝内科学分野> 

(1) 病態モデル動物及び臨床バイオマーカーの解析と糖尿病・代謝疾患関連合併症の発症機序解明 
遺伝子改変動物を用いて、代謝・循環改善薬の介入による臓器保護効果の検証や病態解明を行う他、受診

患者さんの臨床サンプルや臨床データを解析することで、効果的な治療法の開発を目指しています。 

 

① インスリン抵抗性関連疾患群におけるインスリン受容体切断の意義 
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インスリン作用が阻害されるインスリン抵抗性は、臨床医学的に糖尿病の病態を担う重要な要素であるこ

とが広く認められています。さらに、糖尿病との関連が深い疾患においてもインスリン抵抗性がそれぞれの

病態に関わるとされていますが、その基盤となる共通の分子機構は見出されていません。これまで我々は

独自の視点で新たなインスリン抵抗性メカニズムの同定とバイオマーカーとしての可溶性インスリン受容体

の意義について検討してきており、糖尿病や妊娠期に認めるインスリン抵抗性に共通する分子基盤である

ことを見いだしてきました。この事象が癌やアルツハマー病,肥満,肝疾患といったインスリン抵抗性関連疾

患群に広く関わっている可能性を検証してきたところ、特定の転写因子との関連を見出し分子生物学的機序

の解析による高血糖とこれらの疾患群との関連を示唆する結果を得ることができました。 

 

② 代謝機能障害関連脂肪性肝疾患（MASLD）の病態解明と薬物療法の探索 
  代謝機能障害関連脂肪性肝疾患(Metabolic Dysfunction-Associated Steatotic Liver Disease：MASLD)は肝硬

変・肝癌発症のリスク因子であり、かつ心腎血管病発症リスク因子であることが最近注目されています。現在、

この病態の分子病態の解明に加え、脂質異常症の治療薬であるペマフィブラートによる MASLD 病態改善効果

のメカニズムについて検証し、成果を学会発表や英文科学誌に発表しました（Antioxidants (Basel). 2025 Jul 20;14 

(7): 891.doi: 10.3390/antiox14070891）。 

 

③ 末梢血赤血球指標と代謝関連肝腎臓器障害の関連解析 
  赤血球のMean corpuscular volume(MCV)は、貧血病態の鑑別に有用である他、加齢とともに増大する事が知

られています。また MCV は総死亡や肝腎症候群の発症と正の相関を示す事が近年報告されているため、我々

はMCVのMASLD病態関連指標における意義を検証し、学会口演発表の他、英文科学誌に発表しました（J Clin 

Med. 2025 Jul 2;14(13):4680.doi: 10.3390/jcm14134680.）。またRed blood cell distribution width (RDW)は、赤血球容

積不均一性の指標で、従来は貧血などの造血器異常のマーカーとして使用されていました。近年、心不全をは

じめとする心血管疾患の罹患率や予後のリスクマーカーとしての有用性が報告された他、血液透析患者や慢性

腎不全患者の予後指標となることも明らかになってきたため、糖尿病関連腎臓病における意義を見出し、英文

科学誌に発表しました（J Diabetes Investig. 2025 Dec;16 (12): 2191-2200.doi: 10.1111/jdi.70149.）。 

 

(2) 生活習慣病患者における早期動脈硬化病変の検出と治療介入の効果検証 
受診患者さんの早期動脈硬化症の病態検出目的と心血管合併症発症や予後予測の強力なエビデンスを有

する血管内皮機能検査(FMD)の積極的な導入を行い、FMD の正常化を目指した病態解析や治療法の開発を

目指しています。我々は、セミオートマチックの FMD 測定装置を阿南医療センターと徳島大学病院に導入し、

血管内皮機能の改善や悪化に関与する臨床指標の解析を行っており、FMD 検査の結果を患者さん個々の診

療にフィードバックすることで、生活習慣是正に活用しています。また AI による自動画像解析にて上腕二頭筋

の断面積や筋輝度を算出できる新しいソフトウエアを用いて、骨格筋・血管機能連関の解析を行い、その新知

見を学会シンポジウムでの発表の他、論文投稿準備中です。 

 

(3) 体組成解析を用いた骨格筋代謝および機能異常症における病態解析 
高齢化社会において、フレイルは大きな臨床課題となっています。そこで主として糖尿病患者を対象に、骨

格筋代謝および機能異常症としてのサルコペニア・プレサルコペニア・ダイナペニアに関わる臨床指標の診断

のために、InBody S10®による生体電気インピーダンス法(BIA：Bioelectrical Impedance Analysis）を用いた体組成

解析を行なっています。日常診療において BIA 法の検査結果レポートを用いた患者指導を行ない、フレイル予

防に注力しています。また骨格筋異常のみならず、BIA で測定した位相角と糖尿病関連臓器障害との関連解

析を現在進めています。 
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(4) 線維芽細胞増殖因子 23（FGF23）関連低リン血症性くる病・骨軟化症症例に対するブロスマブ治療の長期
有効性および安全性に関する解析・検討 

 FGF23関連低リン血症性くる病・骨軟化症は、X連鎖性低リン血症性くる病・骨軟化症（XLH）や腫瘍性骨軟化

症（TIO）に代表される希少な慢性疾患です。持続する低リン血症により骨痛・骨変形・骨折のしやすさ・身体機

能の低下などが生じ、患者さんの生活の質（QOL）を著しく損なう疾患です。 

近年、抗FGF23モノクローナル抗体製剤であるブロスマブが臨床導入され、XLHやTIOの治療成績は大き

く改善しました。一方で、実際の診療現場における長期にわたる有効性・安全性のデータや、稀な遺伝子異常

を有する患者さんを含む多様なコホートでの治療成績については、まだ十分な知見が蓄積されていないのが

現状です。そこで FGF23 関連低リン血症性くる病・骨軟化症の患者さんを対象に、ブロスマブ治療の長期的な

有効性（骨痛・血清リン値・骨密度などの改善）および安全性について、解析・検討を行っています。本研究で

得られた知見は、学会での口演発表を行うとともに、現在論文投稿の準備を進めております。 

 

 

<血液内科学分野> 

(1) 各種疾患における口腔内免疫・細菌叢と各種臨床指標の相関に関する検討 
近年、常在細菌叢と各種疾患との関連が注目されている。口腔内には多数の常在菌が生息していると同時

に、唾液が消化液として分泌されるものの抗菌物質を多数含んでいることが知られています。このような常在

細菌叢や唾液中の抗菌物質と、各種疾患または病態との関連はほとんど知られていません。本研究では、当

院で診療中の患者において唾液を採取し、各種臨床指標やその経過に如何に影響を与えるのかを検証して

います。 

 

(2) 造血器疾患における病態関連因子およびバイオマーカーの探索 
造血器腫瘍において、化学療法その他の再発例や初回治療療法抵抗例などは依然予後不良であるため、

病態に関連する因子の抽出は喫緊の課題です。また非腫瘍性疾患も多く存在し、ステロイドなどの免疫抑制

療法が試みられますが、治療反応は個体差が大きく、事前に予測が可能なバイオマーカーの同定も求められ

ています。造血器疾患の患者の検体を収集し、徳島大学血液内科の検体と併せて、新規の病態関連因子や

治療の反応性予測因子、および予後因子を見いだす検討を行っています。 

 

(3) 新型コロナワクチンの有効性・安全性の検討 
新型コロナウイルス感染症が世界的に流行し、人々の生命や生活、経済を脅かしています。ワクチン接種

が世界中で開始されましたが、臨床応用された世界初の mRNA ワクチンであり、その有効性、安全性は十分

には知られていません。新型コロナウイルスに対する抗体および製剤に含まれるポリエチレングリコールに対

する抗体やその持続期間、また COVID-19 感染予防効果、ワクチンの副反応について検討し論文発表しまし

た(Heliyon. 2024;10(10):e31489.)。また、ワクチンによる稀な副反応を起こした例も経験し、論文発表してきまし

た(Thromb Haemost. 2022;122(10):1837-1842.)。 

 

(4) 生活習慣病における肝臓-血液連関 
生活習慣病などの代謝性疾患において、肝障害から肝臓癌を来す例が近年増加しており、代謝機能障害関

連脂肪肝疾患として対策が求められています。このような代謝性疾患では血液疾患とは関連がないと従来は

考えられてきましたが、貧血への影響を検討し、肝障害が強い例では、Hb の年単位での低下速度が加速する

ことを示してきました(PLoS One. 2025;20(12):e0338372.)。 
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(5) 稀な造血器疾患におけるゲノム解析 
 造血器疾患は比較的頻度が低いと考えられていますが、その中でも稀な疾患においては病態が十分には解

明されていない疾患もあります。このような疾患においては全ゲノム解析が有効な可能性があり、研究レベル

で積極的に行っています。 

 

<循環器内科学分野> 

臨床医として強い問題意識を持ち、ヒトでの臨床研究を推し進め、臨床での問題点を基礎研究により理論的に解

明していくという姿勢で、不整脈を中心とした循環器領域の基礎。臨床研究を行っています。 

 

(1) 慢性炎症としての心房細動の病態解明と治療法開発 
複数の凝固因子（プロテアーゼ）が血栓形成のみならず、さまざまな細胞に発現するプロテアーゼ活性化受

容体（PAR）を介して、炎症反応にも関与することが知られています。なかでもPAR-2は主にXa因子（FXa）によ

って活性化されることが報告されています。我々は、FXa-PAR2 経路が心房細動発症に寄与していることを

PAR2欠損マウスを用いて生理学的・生化学的に証明しました。さらに、PAR-2のリガンドである経口Xa阻害薬

が抗炎症作用を介して心房細動発症を抑制しうることを自然高血圧ラット用いて証明しました（Matsuura T, Soeki 

T, et al. 

Circ J. 2021;85:1383-1391）。また、近年、動脈硬化などの基盤として慢性炎症が関与していることが知られて

おり、なかでも病原体センサーとしての Toll-like 受容体（TLR）の関与が示唆されています。心房細動の基盤と

しても慢性炎症が関わっているとされていますが、TLR の関与などその詳細は不明のままです。そこで、我々

は TLR9 欠損マウスを用いた基礎的アブローチ、心房細動アブレーション症例のサンプルを用いた臨床的アプ

ローチの両面により、TLR9 シグナルによる心臓リモデリングと心房細動発生メカニズムの解明を進め、その一

部を報告しています（Takahashi T, Soeki T, et al. Am Heart J Plus. 2025;60:100638.）。 

 

(2) 心房細動発症の新たな予測因子の検討 
心房細動は頻度の高い不整脈でありその予防対策が肝要でありながら、簡便で有用性の高い予測因子はあ

りません。我々は、臨床背景、ホルタ―心電図指標、心エコー指標を総合的に評価した複合スコアにより心房細

動発症の予測が可能かを検討しています。現在までの検討では、年齢、上室性期外収縮1日総数、最大RR間

隔、左房径が独立して心房細動発症のリスクを高めることが判明し、これらの因子を点数化したスコアが高くな

るにしたがって心房細動発症の発症率は高くなることを見出しました（論文にて発表）。さらに、12 誘導心電図か

ら右・背中側誘導を算出した導出18誘導心電図という新技術を用いれば、既存の 12誘導心電図のP波より心

房の状態を正確に推測できる可能性があると推察されますが、過去にそのような報告はありません。そこで、

我々は導出18誘導心電図のP波と心房細動発症や左心房サイズとの関連を検証しています。 

 

(3) 心房細動・心不全患者におけるサルコペニアと各種臨床指標の相関に関する検討 
高齢者に見られる病的な筋肉量の低下はサルコペニアと称され、生理的予備能が低下するフレイルの状態

につながるとともに、認知症や、心血管病、腎障害、貧血、免疫力低下などの疾患と密接な関係があることが明

らかになってきました。しかしながら、サルコペニアと心房細動の発症・進展、認知症、心不全との関連について

は十分に解明されていません。そこで、心房細動、心不全にて診療中の患者における体組成測定を行うことで、

サルコペニアの頻度の調査を行い、骨格筋量が各種臨床指標やその経過に如何に影響を与えるのかを検証し

ています。その結果の一部として、サルコペニア合併心房細動が高齢者の心不全有病率に強く関連しているこ

とを見出し報告しました（Tani A, Soeki T, et al. Int Heart J. 2025;66:780-785）。 
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＜消化器内科学分野＞ 

脂肪肝モデルマウスを用いた健康食品の治療効果検討 

本邦では40歳代の2人に1人の男性は検診時に脂肪肝と診断されるが、この脂肪肝は生活習慣の改善以

外に有効な治療薬はまだ存在しません。高脂肪食を給餌させたマウスに抗酸化ストレス作用のあるエゾウコ

ギの根の抽出物を給餌すると、脂肪肝や線維化の改善効果を認めました。本研究結果をまとめて英語論文と

して誌上発表しました (Kawano Y,  et al. Sci Rep. 2024 Jan 2;14(1):110.)。さらにエゾウコギを6か月間給餌し

たマウスのメチル化 DNA を解析したところ、老化の抑制が確認されました。今後はこの結果をさらに精査・解

析して健康寿命の延伸を目的とした研究を計画してます。 

 

＜放射線医学分野＞ 

(1)  画像診断ナショナルデータベース実現のための研究開発 

日本医学放射線学会は、放射線医学が国民の健康と福祉の増進に寄与するために ICT（情報通信技術）化を

推進し、ビッグデータや人工知能を活用した医療の構造改革を実施しています。その一つとして2016年より日本

医用画像データベース（J-MID）が始動していますが、2021 年からは徳島大学も北海道大学、愛媛大学とともに

新生 J-MID に加わり、現在は全国の主要 16 医療施設の新体制で大規模画像診断データベースの構築を行っ

ています。画像診断検査装置や検査オーダ―、撮影、診断のそれぞれに応じた医療技術、医療安全、医療被ば

く低減、医療の質の向上を目的とし、人工知能の開発や発展のための研究開発を目指しながら、現在も全国的

な画像データベースの構築を進めており、そのビッグデータに基づく研究が継続しています。 

 

(2) テクスチャ解析を用いた卵巣腫瘍や軟部腫瘍のMRI画像およびPET/CT画像の検証と新規診断法の開発 

卵巣腫瘍や軟部腫瘍の術前に良性・境界悪性・悪性など組織型の画像診断の精度には限界があり、新たな画

像診断法の開発が望まれています。本研究では徳島大学病院産婦人科と整形外科と共同で、術前のMRIや

PET/CTなどの画像診断において、画像の質感を数値化できるテクスチャ解析やダイナミックPET/CTなどの

新たな撮像法を用いることで、卵巣腫瘍や軟部腫瘍の術前診断精度の向上が図れるかどうかを検証することを

目指し、症例登録およびデータ収集を行っています。また現在まで蓄積された卵巣腫瘍および軟部腫瘍の画像

データを解析し、中間報告として学会発表を行い、現在英文論文に取り掛かっています。 

 

 

<消化器・移植外科学分野> 

(1) 消化器癌のバイオマーカー研究  

近年、バイオマーカー研究として簡便で侵襲が少ないリキッドバイオプシーが注目されています。リキッドバ

イオプシーは患者の血液などを採取して、その中に含まれている循環腫瘍細胞やDNA、RNAを用いてゲノム解

析を行う方法であり、治療前後の効果予測などが可能です。リキッドバイオプシーの中でも、癌細胞から分泌さ

れるエクソソームに着目し、患者検体を用いたエクソソーム内包miRNA を用いる事でスクリーニングから診断、

術後の再発や治療の効果予測、治療後のモニタリングまで多岐にわたる臨床応用を目指しています。 

 

(2) 腫瘍微小環境における糖代謝・脂質代謝研究 

腫瘍関連マクロファージ（TAM ; tumor associated macrophage） や癌関連線維芽細胞（CAF ; cancer 

associated fibroblast）は腫瘍微小環境において、癌の浸潤・転移・腫瘍免疫に関与することが広く知られるように

なり、癌研究の中心は癌細胞から TAM・CAF などの腫瘍微小環境構成細胞にシフトしてきています。我々はこ

れまでに CAF の糖代謝を制御することで、腫瘍悪性度を低下させることを報告してきました（Int J Oncol. 2022, 
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Oncol Lett. 2022）。TAM・CAF の糖代謝・脂質代謝を制御することで腫瘍悪性度抑制・腫瘍免疫制御を介した新

規治療法の開発を目標としています。 

 

(3) 消化器癌への青色LED光の効果 

我々はこれまでに消化器癌に対する青色LED (light emitting diode)光の抗腫瘍効果に着目し、研究を行い、青

色 LED 光の癌細胞に対する効果のみならず腫瘍微小環境へも影響を及ぼすことを報告してきました。今後、正

常組織への影響や腫瘍への至適照射条件を明らかにし、青色光受容体をターゲットとした大腸癌に対する光治

療の実用化を目指しています。 

 

<学会発表> 
国際学会 

1 Ken-ichi Aihara,Tomoyo Hara, Hiroki Yamagami, Ryoko Uemoto, Akiko Sekine. Pemafibrate, a selective 
peroxisome proliferator-activated receptor α modulator ameliorates steatotic liver disease with reduction 
of oxidative stress regardless of endothelial nitric oxide synthase gene disruption in mice. Kyoto, Japan. 
The 5th International Symposium on Frontiers in Molecular Science 
August 26‒29, 2025  

2 Takayoshi Shinya, Akari Shinya, Tomoki Matsushita, Yuka Hiroshima, Junichiro Hiraoka, Yoichi Otomi, 

Badrakhzul Zayabat, Hiroaki Inui, Tomohiro Kagawa, Riyo Kinouchi, Kanako Yoshida, Masato Nishimura, Takeshi 

Iwasa, Masafumi Harada. Dynamic F-18 fluorodeoxyglucose positron emission tomography with texture 

analysis for the differential diagnosis of ovarian masses. 38th Annual Congress of the European Association of 

Nuclear Medicine EANM´25 ¦ October 4‒8, 2025 Barcelona, Spain 

3 T. Shinya, Y. Hiroshima, J. Hiraoka, T. Matsushita, Y. Otomi, T. Nishisho, K. Ishizawa, K. Sairyo, M. Harada. 

Dynamic carbon-11-labeled methionine PET/CT with texture analysis for the differential diagnosis in 

musculoskeletal lesions: the dynamic uptake patterns and the utility of radiomics. European Congress of 

Radiology 2026; 04-08th March, 2026, Vienna, Austria.  

 
国内学会 

1 Tomoko Takahashi, Takeshi Soeki, Tomomi Matsuura, Kazuki Tezuka, Tomonori Takahashi, Yoshihito Saijo, 
Yutaka Kawabata, Muneyuki Kadota, Tomoya Hara, Rie Ueno, Takayuki Ise, Koji Yamaguchi, Shusuke Yagi, 
Hirotsugu Yamada, Tetsuzo Wakatsuki, Masataka Sata: Cell-free circulating mitochondrial DNA levels are 
associated with the recurrence of atrial fibrillation after catheter ablation for atrial fibrillation. 第89回日本
循環器学会学術集会 2025年3月28-30日 横浜 

2 野村 侑香, 西尾 進, 野中 蓮, 山口 夏美, 平田 有紀奈, Robert Zheng, 髙橋 智紀, 西 條良仁, 
松浦 朋美, 添木 武, 佐田 政隆, 山田 博胤：人工知能を活用した全自動心エコー図画像解析シス
テムの左室肥大の診断精度に関する検討. 第 89 回日本循環器学会学術集会 2025 年 3 月 28-30 日 
横浜 

3 野中 蓮, 西尾 進, 野村 侑香, 山口 夏美, 平田 有紀奈, Robert Zheng, 髙橋 智紀, 西 條良仁, 
松浦 朋美 添木 武, 佐田 政隆, 山田 博胤: 心房細動アブレーション後における左房機能指標の
検討. 第89回日本循環器学会学術集会 2025年3月28-30日（日） 横浜 

4 ゼング ロバート, 西條  良仁, 高橋  智紀, 山口  夏美, 手束  一貴, 高橋 智子, 谷  彰浩, 坂東  
遼, 原  知也, 門田  宗之, 川端   豊, 上野  理絵, 松浦  朋美, 伊勢  孝之, 山口  浩司, 八木  
秀介, 山田  博胤, 添木  武, 若槻  哲三, 佐田  政隆 ： 若手研究者奨励賞（YIA）臨床研究部門1 
TAVI施行患者における活動性がんの影響～術後予後の検討 
第126回日本循環器学会 中国・四国合同地方会 2025年6月28日(土)～29(日) 香川 

5 ゼング ロバート, 西條 良仁, 八木 秀介, 手束 一貴, 高橋 智子, 谷 彰浩, 坂東 遼, 高橋 智紀, 
原 知也, 門田 宗之, 川端 豊, 上野 理絵, 松浦 朋美, 伊勢 孝之, 山口 浩司, 山田 博胤, 添木 
武, 若槻 哲三, 佐田 政隆 ： 一般演題 先天性心疾患 
難治性高血圧を契機に発見された成人大動脈離断の一例 
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第126回日本循環器学会 中国・四国合同地方会 2025年6月28日(土)～29(日) 香川 

6 山口 浩司, 若槻 哲三, 坂東 遼, 高橋 智紀, 川端 豊, 西條 良仁, 伊勢 孝之, 八木 秀介, 山
田 博胤, 添木 武, 佐田 政隆 ： 口演13／救急・突然死 
当院における病着前12誘導心電図伝送の現状と課題について 
第73回日本心臓病学会学術集会 2025年9月19日(金)～21日(日) 高知 

7  手束  一貴, 八木  秀介, 西條  良仁, 相原  弘幸, 髙橋  智子, 松浦  朋美, 添木  武, 佐田  
政隆 ： 口演（症例報告）12 ／ 心筋症2 
心アミロイドーシス患者に生じた心房細動+完全房室ブロックに対して左脚領域ペーシングを施行した一
例 
第73回日本心臓病学会学術集会 2025年9月19日(金)～21日(日) 高知 

8 山口  浩司, 門田  宗之, 相原  弘幸,  手束  一貴,  ゼング  ロバート,  坂東 遼,  高橋  智紀, 
西條  良仁,  川端  豊,  原  知也,    松浦  朋美,  伊勢  孝之,  八木  秀介,  山田  博胤, 
添木  武,  佐田  政隆 ： 一般演題 末梢血管 
PTRA施行後にstent内再狭窄を繰り返す腎動脈狭窄の一例  
第127回日本循環器学会四国地方会 2025年12月6日(土) 徳島 

9 西條  良仁, 吉田  あつこ, 相原  弘幸, 手束  一貴, 高橋  智子, 坂東  遼, ゼング  ロバート, 
高橋  智紀, 原  知也, 門田  宗之, 川端  豊, 松浦  朋美, 伊勢  孝之, 山口  浩司, 八木  秀
介, 山田  博胤, 添木  武, 佐田  政隆 ： 一般演題 心不全  
サクビトリル/バルサルタンが心機能改善に有用であった周産期心筋症の一 例 
第127回日本循環器学会四国地方会 2025年12月6日(土) 徳島 

10 高橋 智紀, 山口 夏美,  野中 蓮, 野村 侑香, 平田 有紀奈, 西尾 進, ゼング ロバート, 大櫛 
祐一郎,  西條 良仁, 上野 理絵, 阿部 美保, 川端 豊, 門田 宗之, 伊勢 孝之, 八木 秀介, 山
田 博胤, 添木 武, 佐田 政隆 ： 一般演題   弁膜症 
左室駆出率が保持された大動脈弁狭窄症において心エコー図法で求めた左 房硬度指数はTAVR後の
予後と関連する 
第127回日本循環器学会四国地方会 2025年12月6日(土) 徳島 

11 坂東  遼, 原  知也, ゼング  ロバート, 西條  良仁, 門田  宗之, 川端  豊, 松浦  朋美, 伊勢  
孝之,  山口  浩司, 八木  秀介, 山田  博胤, 添木  武, 福田  大受, 佐田  政隆 ： 若手研究者
奨励賞（YIA）セッション 
動脈硬化モデルマウスにおけるTLR9と大動脈石灰化の関係 
第127回日本循環器学会四国地方会 2025年12月6日(土) 徳島 

12 谷  彰浩, 小崎  裕司, 添木  武, 寺嶋  吉保 ： 一般演題 心不全 
患者の希望に応えた在宅静注強心薬持続投与を実践した一例   
第127回日本循環器学会四国地方会 2025年12月6日(土) 徳島 

13 手束  一貴, 添木  武, 髙橋  智子, 高橋  智紀, 西條  良仁, 原  知也, 門田  宗之, 川端  豊, 
上野  理絵, 松浦  朋美, 伊勢  孝之, 山口  浩司, 八木  秀介, 山田  博胤, 佐田  政隆 ： 一般
演題 不整脈  
左側副伝導路焼灼後に逆伝導が離断され順伝導が残存した二例   
第127回日本循環器学会四国地方会 2025年12月6日(土) 徳島 

14 
 
辻  真紀子, 坂東  遼,  Zheng  Robert, 西條  良仁, 原  知也, 門田  宗之, 川端  豊, 松浦  朋
美, 伊勢  孝之, 山口  浩司, 八木  秀介, 山田  博胤, 添木  武, 佐田  政隆： 学生・初期研修医
奨励賞5  心筋炎・心筋症   
心静止に至った劇症型心筋炎に対しECMOからBiVADへの移行と心移植 施設連携で救命し得た一例 
第127回日本循環器学会四国地方会 2025年12月6日(土) 徳島 

15 平田  有紀奈,  八木  秀介,  野中  蓮, 野村  侑香, 山口  夏美,  西尾  進, ゼング  ロバート, 
大櫛  祐一郎, 西條  良仁, 山田  博胤,  添木  武, 佐田 政隆 ： 一般演題  その他 
体位変換を組み合わせた心エコー図検査が有用であった体位性頻脈症候群 の1例 
第127回日本循環器学会四国地方会 2025年12月6日(土) 徳島 

16 山口  夏美, 高橋  智紀, 手束  一貴, 高橋  智子, 松浦  朋美, 添木  武, 野中  蓮, 野村  侑香, 
平田  有紀奈, 西尾  進 ゼング  ロバート, 那須  栄里子,  大櫛  祐一郎, 西條  良仁, 上野  理
絵, 阿部  美保, 八木  秀介, 山田  博胤, 佐田  政隆 ： メディカルスタッフ奨励賞 1 不整脈・デバイ
ス 
心房細動に対するカテーテルアブレーション後の体重変化と左房機能の関連 
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第127回日本循環器学会四国地方会 2025年12月6日(土) 徳島 

17 野村  侑香, 平田  有紀奈, 西尾  進, 西條  良仁, 野中  蓮, 山口  夏美, ゼング  ロバート,  那
須  栄里子, 大櫛  祐一郎, 高橋  智紀, 山田  博胤, 添木  武, 佐田  政隆 ： 一般演題 心筋症 
S字状中隔が全自動解析システムによる壁厚計測に与える影響 
第127回日本循環器学会四国地方会 2025年12月6日(土) 徳島 

18 川端 豊,  山口 浩司,  坂東 遼,  西條 良仁,  門田 宗之,  原 知也,  伊勢 孝之,  松浦 朋美,  添
木 武,  佐田 政隆 ： 一般公募演題 / ポスターセッション（日本語） 45 PCI ３ 
The Relationship between Microvasculature with Gene Expression in Pericoronary Adipose Tissue and 
Coronary Plaque Characteristics in Fresh Cadavers 
第89回日本循環器学会学術集会- JCS20226 2026年3月20日(金)～22日(日)   福岡 

19 Robert Zheng,  相原 弘幸,  手束 一貴,  高橋 智子,  坂東 遼,  大櫛 祐一郎,  那須 栄里子,  高
橋 智紀,  西條 良仁,  原 知也,  門田 宗之,  川端 豊,  上野 理絵,  松浦 朋美,  伊勢 孝之,  山
口 浩司,  八木 秀介,  山田 博胤,  添木 武,  佐田 政隆 ： 一般公募演題 症例報告セッション（日
本語） 22   Cardio-Oncology 1 
Constrictive Pericarditis Developing as a Late Complication after Chemoradiotherapy for Esophageal Cance 
第89回日本循環器学会学術集会- JCS20226 2026年3月20日(金)～22日(日)   福岡 

20 坂東 遼,  門田 宗之,  Robert Zheng,  西條 良仁,  原 知也,  川端 豊,  松浦 朋美,  伊勢 孝之,  山
口 浩司,  八木 秀介,  山田 博胤,  添木 武,  佐田 政隆 ： 一般公募演題 / 症例報告セッション（日
本語） 24 Secondary Cardiomyopathy 
Coronary Microvascular Dysfunction as an Initial Clue to the Diagnosis of AL Amyloidosis 
第89回日本循環器学会学術集会- JCS20226 2026年3月20日(金)～22日(日)   福岡 

21 Bando R, Yamaguchi K, Kawabata Y, Zheng  R, Saijo Y, Hara T, Kadota M, Matsuura T, Ise T, Yagi S, Yamada 
H, Soeki T, Sata M ： Oral Presentation (English) 27 Coronary Circulation and PCI   
Drug-coated Balloon-Only Treatment versus Drug-eluting Stents for Complex Lesions in Large Coronary 
Vessels: 3-Year Outcomes 
第89回日本循環器学会学術集会- JCS20226 2026年3月20日(金)～22日(日)   福岡 

22 Takahito Asai，Hiroki Yamagami，Itsuro Endo. Analysis of therapeutic effect in cases treated with 
Burosumab at our institute（Follow-up）. 第43回日本骨代謝学会学術集会 2025年7月24-26日 熊本 

23 篠原 諒, 一木 菜緒, 髙田千晶. 浅井孝仁, 原 倫世, 山上 絋規, 遠藤 逸朗. 下垂体炎との鑑別を要
したTolosa-Hunt症候群の一例. 第25回日本内分泌学会四国支部学術集会 2025年9月6日 

24 浅井孝仁，山上紘規，佐藤寛子，坂尾祐佳子，安井沙耶，原倫世，三井由加里，倉橋清衛，小谷裕美3，
遠藤逸朗. 当院におけるブロスマブ投与症例の解析. 第 27 回日本骨粗鬆症学会 2025 年 9 月 12-14
日 千葉 

25 一木 菜緒，原 倫世，篠原 諒，浅井 孝仁，髙田 千晶，山上 紘規，黒田 暁生，遠藤 逸朗，松久 宗
英 
，粟飯原 賢一. 2 型糖尿病におけるフィブリノゲン/アルブミン比の腎予後予測能と背景因子の解析. 日
本糖尿病学会中国四国地方会第63回総会 2025年10月31日-11月1日 愛媛 

26 髙田 千晶，原 倫世，一木 菜緒，篠原 諒，浅井 孝仁，山上 紘規，黒田 暁生，遠藤 逸朗，松久 宗
英，粟飯原 賢一. 代謝機能障害関連脂肪性肝疾患合併 2 型糖尿病患者における肝線維化リスク因子
の検討. 日本糖尿病学会中国四国地方会第63回総会 2025年10月31日-11月1日 愛媛 

27 浅井 孝仁, 山上 紘規, 一木 菜緒, 篠原 諒, 高田 千晶, 原 倫世, 山下 雄也, 黒田 暁生, 松久 宗
英, 遠藤 逸朗. ステロイド治療により寛解したB型インスリン抵抗症の1例. 第35回臨床内分泌代謝
Update 2025年11月7-8日  長野 

28 山上 紘規, 一木 菜緒, 篠原 諒, 浅井 孝仁, 高田 千晶, 遠藤 逸朗. 口腔内粘膜神経腫を契機に診
断した多発性内分泌腫瘍症2Bの孤発例. 第 35回臨床内分泌代謝Update 2025年 11月 7-8日  長
野 

29 中村信元 逆算する内科学 第272回 徳島医学会学術集会 2026年3月8日 徳島 

30 中村信元、辻真紀子、松下日菜子、前田悠作、川田知代、堀 太貴、住谷龍平、大浦雅博、曽我部公子、
藤井志朗、原田武志、三木浩和、松岡賢市 抗 HIV 治療により縮小した EBV 陽性 HIV 関連悪性リン
パ腫 第39回日本エイズ学会学術集会・総会 2025年12月5日（金）～7日（日） 熊本 

31 坂尾祐佳子 佐藤寛子 第25回日本内分泌学会四国支部学術集会 2025年9月6日 香川 



 10

 

32 新家崇義 Dynamic F-18 FDG PET/CTを用いた卵巣腫瘤における半定量的解析およびテクスチャ解析
の良悪性診断能に関する初期検討 第271回徳島医学会学術集会 2025年7月27日（日） 徳島 

33 井上 雄介、原田 武志、小田 明日香、前田 悠作、住谷 龍平、大浦 雅博 、曽我部 公子、八木 ひか
る、藤井 志朗、中村 信元、三木 浩和、賀川 久美子、尾崎 修治 、安倍 正博、松岡 賢市 シベプレ
ンリマブは APRIL による骨髄腫細胞での BCMA 標的二重特異性抗体の BCMA への結合障害を克
服する 第50回日本骨髄腫学会学術集会 2025年 5月23日(金）～25日(日） 群馬 
 

34 原田 武志、小田 明日香、大口 裕人、井上 雄介、前田 悠作、住谷 龍平、大浦 雅博、曽我部 公子、
八木 ひかる、藤井 志朗、中村 信元、三木 浩和、賀川 久美子、尾崎 修治、安倍 正博、松岡 賢市 
ADAR1 p150 の細胞質移行阻害はインターフェロン α による骨髄腫細胞の ZBP1 介在アポトーシスを
惹起する 第50回日本骨髄腫学会学術集会 2025年 5月23日(金）～25日(日） 群馬  

35 三木 浩和、中村 信元、前田 悠作、住谷 龍平、大浦 雅博、曽我部 公子、八木 ひかる、高橋 真美
子、原田 武志、藤井 志朗、遠藤 逸朗、安倍 正博、松岡 賢市 骨病変を有する多発性骨髄腫患者に
おける骨関連事象の発症予測因子 第50回日本骨髄腫学会学術集会 2025年 5月23日(金）～25日
(日） 群馬  

36 中村 信元、佐藤 陽一、前田 悠作、住谷 龍平、大浦 雅博、曽我部 公子、八木 ひかる 藤井 志朗、
原田 武志、三木 浩和、松岡 賢市 AL アミロイドーシスにおける copy number variation の解析 第
50回日本骨髄腫学会学術集会 2025年 5月23日(金）～25日(日） 群馬  

37 中村 信元 Genomic analysis of a rare lymphoma patient with periodic fever and dynamic changes in 
lactate dehydrogenase 周期的な発熱と LDH 上昇を呈する稀なリンパ腫症例のゲノム解析 
第22回日本臨床腫瘍学会学術集会 2025年3月6日（木）～3月8日（土） 神戸 

38 金子遥祐 代謝異常関連脂肪性肝疾患と赤血球Mean Corpuscular Volume の連関解析  第68回日本
糖尿病学会年次学術集会 2025.05.29（木）-31（土） 岡山 

39 井上 雄介, 原田 武志, 小田 明日香, 前田 悠作, 住谷 龍平, 大浦 雅博, 曽我部 公子, 八木 ひか
る, 藤井 志朗, 中村 信元, 三木 浩和, 松岡 賢市 CELMoDs による T 細胞修飾を介した抗骨髄腫二
重特異性抗体の細胞傷害活性の増強 第87回日本血液学会学術集会2025年10月10日（金）～12日
（日）  神戸 

40  原田 武志, 大口 裕人, 小田 明日香, 井上 雄介, 前田 悠作, 住谷 龍平, 大浦 雅博, 曽我部 公子, 
八木 ひかる, 藤井 志朗, 中村 信元, 三木 浩和, 安倍 正博, 松岡 賢市 ADAR1 p150-PKR 軸の制
御が示す多発性骨髄腫の新たな治療脆弱性 第87回日本血液学会学術集会2025年10月10日（金）
～12日（日）  神戸 

41 堀 太貴, 粟飯原 賢一, 金子 遥祐, 河田 沙紀, 清水 一磨, 細木 美苗, 森 健介, 乙田 敏城, 湯浅 
智之, 松岡 賢市, 中村 信元 代謝異常疾患患者におけるヘモグロビンの年間変化量とその関連因子
の検討 第87回日本血液学会学術集会2025年10月10日（金）～12日（日）  神戸 

42 白鳥 聡一, 加藤 光次, 河北 敏郎, 大西 康, 松岡 賢市, 池亀 和博, 平本 展大, 豊崎 誠子, 片山 
雄太, 古賀 友紀, 村山 竣, 笹川 裕次, 進藤 麻未, 畠 清彦, 前田 嘉信, 豊嶋 崇徳, 稲本 賢弘 ス
テロイド依存性/抵抗性慢性 GVHD に対するベルモスジル 製造販売後臨床試験パートを含む最終成
績 第87回日本血液学会学術集会2025年10月10日（金）～12日（日）  神戸 

43 粟飯原 賢一, 上元 良子, 関根 明子, 原 倫世, 山上 紘規, 湯浅 智之, 河野 豊, 中村 信元, 遠藤 逸
朗, 池田 康将, 松岡 賢市 ペマフィブラートは血管内皮機能障害の有無に関わらずマウス MASLD 病態
を改善する 第57回日本動脈硬化学会総会・学術集会 2025年7月5日(土)・6日(日) つくば 

45 冨永 誠記(徳島大学病院 患者支援センター), 中村 信元, 三木 浩和, 北上 早紀, 岡本 秀樹, 後藤 由
香, 井口 和子, 新井 優子, 泉 侑希, 矢野 由美子, 後藤 さおり, 青田 桂子, 菅 俊行, 渡邊 浩良, 兼本 
ひろみ, 高橋 真理, 大坂 朱美, 松岡 賢市 血友病診療におけるシステム理論を用いたソーシャルワー
ク実践一考察 四国医学雑誌(0037-3699)81巻1-2号 Page53-58(2025.06) 

47 茂木 勝矢(徳島大学病院 卒後臨床研修センター), 前田 悠作, 住谷 龍平, 大浦 雅博, 曽我部 公子, 八
木 ひかる, 藤井 志朗, 原田 武志, 松岡 賢市, 中村 信元, 三木 浩和 急性骨髄性白血病に対する同
種造血幹細胞移植により改善した慢性血小板減少症の一例 四国医学雑誌(0037-3699)81 巻 1-2 号 
Page87(2025.06) 
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48 八木 萌香(徳島大学 大学院医歯薬学研究部代謝栄養学分野), 野村 和弘, 阪上 浩, 原 倫世, 坂尾 祐
佳子, 佐藤 寛子, 浅井 孝仁, 安井 沙耶, 山上 紘規, 遠藤 逸朗, 松岡 賢市, 湯浅 智之, 中村 信元, 
粟飯原 賢一, 黒田 暁生, 松久 宗英, 遠藤 逸郎 糖尿病関連腎臓病におけるフィブリノゲン/アルブミン
比の臨床的意義に関する検討 四国医学雑誌(0037-3699)81巻1-2号 Page84(2025.06) 

49 金子 遥祐,河田 沙紀, 森 建介, 細木 美苗, 堀 太貴, 宮高 紘輔, 辻 誠士郎, 原 倫世, 山上 紘規, 乙
田 敏城, 湯浅 智之, 河野 豊, 中村 信元, 黒田 暁生, 遠藤 逸朗, 松久 宗英, 松岡 賢市, 粟飯原 賢
一 代謝異常関連脂肪性肝疾患と赤血球Mean Corpuscular Volumeの連関解析 糖尿病(0021-437X)68巻
Suppl. Page S-331(2025.04)  

50 八木 萌香(徳島大学 大学院医歯薬学研究部代謝栄養学分野), 原 倫世, 坂尾 祐佳子, 佐藤 寛子, 浅
井 孝仁, 安井 沙耶, 山上 紘規, 湯浅 智之, 野村 和弘, 黒田 暁生, 中村 信元, 遠藤 逸朗, 松久 宗
英, 阪上 浩, 松岡 賢市, 粟飯原 賢一 糖尿病関連腎臓病におけるフィブリノゲン/アルブミン比の意義
に関する臨床的検討 糖尿病(0021-437X)68巻Suppl. Page S-258(2025.04) 

51 粟飯原 賢一,原 倫世, 山上 紘規, 金子 遥祐, 宮高 紘輔, 堀 太貴, 湯浅 智之, 森 博康, 黒田 暁生, 
中村 信元, 遠藤 逸朗, 松岡 賢市, 松久 宗英 生体電気インピーダンス法による位相角の糖尿病関連
腎臓病における臨床的意義 糖尿病(0021-437X)68巻Suppl. Page S-255(2025.04) 

52 原 倫世,八木 萌香, 坂尾 祐佳子, 佐藤 寛子, 浅井 孝仁, 安井 沙耶, 山上 紘規, 湯浅 智之, 黒田 暁
生, 中村 信元, 遠藤 逸朗, 松久 宗英, 松岡 賢市, 粟飯原 賢一 2型糖尿病患者における可溶型DPP-
4/CD26と代謝機能障害関連脂肪性肝疾患の関連 糖尿病(0021-437X)68巻Suppl. Page S-206(2025.04) 

53 漆原 南実(徳島大学病院 医療技術部臨床検査技術部門), 井上 雄介, 中川 裕美, 中尾 隆之, 松岡 賢
市, 佐田 政隆 多発性骨髄腫における1q増幅およびR2-ISSと関連する表面抗原の探索 第26回日本
検査血液学会学術集会 2025年7月26日・27日 京都 

55 中川 裕美(徳島大学病院 医療技術部臨床検査技術部門), 井上 雄介, 漆原 南実, 中尾 隆之, 松岡 賢
市, 佐田 政隆 骨髄腫細胞上CD38 発現評価に対するフローサイトメトリー用試薬の比較検討 第 26 回
日本検査血液学会学術集会 2025年7月26日・27日 京都 

56 金子 遥祐, 河田 沙紀, 森 建介, 細木 美苗, 堀 太貴, 宮髙 紘輔, 辻 誠士郎, 原 倫世, 山上 紘規 , 
乙田 敏城, 湯浅 智之, 中村 信元, 黒田 暁生, 遠藤 逸朗, 松久 宗英, 松岡 賢市, 粟飯原 賢一 
代謝異常関連脂肪性肝疾患と赤血球Mean Corpuscular Volume の連関解析. 第 11回 肝臓と糖尿病・代
謝研究会. 2025年5月30日. 岡山 

57 粟飯原 賢一, 原 倫世, 山上 紘規, 金子 遥祐, 宮髙 紘輔, 堀 太貴, 湯浅 智之, 森 博康, 黒田 暁生, 
中村 信元, 遠藤 逸朗, 松岡 賢市, 松久 宗英. 生体電気インピーダンス法による位相角の糖尿病関連
腎臓病における臨床的意義. 第68回日本糖尿病学会年次学術集会. 2025年5月31日 岡山 

58 
 
八木 萌香, 原 倫世, 坂尾 祐佳子, 佐藤 寛子, 浅井 孝仁, 安井 沙耶, 山上 紘規, 湯浅 智之, 黒田 
暁生, 遠藤 逸朗, 松久 宗英, 粟飯原 賢一. DKD 関連病態におけるフィブリノゲン/アルブミン比の意義. 
第68回日本糖尿病学会年次学術集会. 2025年5月31日 岡山 

59 粟飯原 賢一, 原 倫世, 山上 紘規, 金子 遥祐, 宮髙 紘輔, 堀 太貴, 湯浅 智之, 森 博康, 黒田 暁生, 
中村 信元, 遠藤 逸朗, 松岡 賢市, 松久 宗英. eNOS欠損MASLDモデルマウスにおけるペマフィブラ
ートの影響に関する検討. 第98回日本内分泌学会学術総. 2025年6月5日 幕張メッセ 

60 粟飯原 賢一, 原 倫世, 山上 紘規, 上元 良子, 関根 明子, 湯浅 智之, 河野 豊, 中村 信元, 金子 遥
祐, 宮髙 紘輔, 松岡 賢市, 遠藤 逸朗, 池田 康将. ペマフィブラートは血管内皮機能障害の有無に関わ
らずマウスMASLD 病態を改善する. 第57回日本動脈硬化学会総会・学術集会. 2025年7月6日.つくば 

61 坂尾 祐佳子, 佐藤 寛子, 細木 美苗, 金子 遥祐, 堀 太貴, 山上 紘規, 原 倫世, 乙田 敏城, 湯浅 智
之, 中村 信元, 遠藤 逸朗, 粟飯原 賢一.  糖尿病の有無から見た当院における心房細動合併死亡患者
の臨床背景の検討. 第25回日本内分泌学会四国支部学術集会.  2025年9月5日 香川大学医学部 

62 粟飯原 賢一, 坂尾 祐佳子, 佐藤 寛子, 細木 美苗, 金子 遥祐, 山上 紘規, 原 倫世, 乙田 敏城, 湯浅 
智之, 遠藤 逸朗 糖尿病の有無から見た当院における心不全死亡患者の臨床背景の検討. 第25回日本
内分泌学会四国支部学術集会.  2025年9月5日 香川大学医学部 

63 佐藤 寛子, 坂尾 祐佳子, 赤岩 慶, 堀 明日香, 田上 隆一, 村井 純平, 岡本 恵暢, 湯浅 智之, 中村 
信元, 粟飯原 賢一. K. pneumoniae 菌血症による眼内炎・角膜穿孔に対して、保存的に加療し得た２型糖
尿病の１例. 第25回日本内分泌学会四国支部学術集会.  2025年9月5日 香川大学医学部 
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64 粟飯原 賢一, 桝田 志保, 原 倫世, 山上 紘規, 金子 遥祐, 宮髙 紘輔, 堀 太貴, 湯浅 智之, 中村 信
元, 遠藤 逸朗. Estimated Pulse Wave Velocity（ePWV）による血管機能の臨床的妥当性評価. 第47回日本
高血圧学会総会. 2025年10月19日. 東京 

65 粟飯原 賢一, 坂尾 祐佳子, 佐藤 寛子, 細木 美苗, 金子 遥祐, 山上 紘規, 原 倫世, 乙田 敏城, 湯浅 
智之, 遠藤 逸朗. 当院心不全死亡患者における糖尿病の有無と臨床背景の検討. 日本糖尿病学会中国
四国地方会 第63回総会. 2025年11月１日. 岡山 

66 山上 紘規, 平本 圭太, 大西 幸代, Ganbaatar Byambasuren, 原 倫世, 浅井 孝仁, 安井 沙耶, 佐藤紀, 
鹿島 正弘, 松岡 賢市, 遠藤 逸朗. 第98回日本内分泌学会学術総会 2025年6月5-7日 千葉 

67 Takahito Asai，Hiroki Yamagami，Itsuro Endo. Analysis of therapeutic effect in cases treated with 
Burosumab at our institute（Follow-up）. 第43回日本骨代謝学会学術集会 2025年7月24-26日 熊本 

68 篠原 諒, 一木 菜緒, 髙田千晶. 浅井孝仁, 原 倫世, 山上 絋規, 遠藤 逸朗. 下垂体炎との鑑別を要
したTolosa-Hunt症候群の一例. 第25回日本内分泌学会四国支部学術集会 2025年9月6日 

69 浅井孝仁，山上紘規，佐藤寛子，坂尾祐佳子，安井沙耶，原倫世，三井由加里，倉橋清衛，小谷裕美3，
遠藤逸朗. 当院におけるブロスマブ投与症例の解析. 第 27 回日本骨粗鬆症学会 2025 年 9 月 12-14
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田 加奈子, 西村 正人, 岩佐 武, 坂東 良美, 上原 久典, 新家 朱理 卵巣腫瘍における Dynamic F-18 
FDG PET/CTの初期経験 Japanese Journal of Radiology(1867-1071)43巻Suppl. Page43(2025.02) 

107 冨永 誠記(徳島大学病院 患者支援センター), 中村 信元, 三木 浩和, 北上 早紀, 岡本 秀樹, 後藤 由
香, 井口 和子, 新井 優子, 泉 侑希, 矢野 由美子, 後藤 さおり, 青田 桂子, 菅 俊行, 渡邊 浩良, 兼本 
ひろみ, 高橋 真理, 大坂 朱美, 松岡 賢市 血友病診療におけるシステム理論を用いたソーシャルワー
ク実践一考察 四国医学雑誌(0037-3699)81巻1-2号 Page53-58(2025.06) 

108 茂木 勝矢(徳島大学病院 卒後臨床研修センター), 前田 悠作, 住谷 龍平, 大浦 雅博, 曽我部 公子, 八
木 ひかる, 藤井 志朗, 原田 武志, 松岡 賢市, 中村 信元, 三木 浩和 急性骨髄性白血病に対する同
種造血幹細胞移植により改善した慢性血小板減少症の一例 四国医学雑誌(0037-3699)81 巻 1-2 号 
Page87(2025.06) 
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109 堀 太貴(徳島県立海部病院 内科), 金子 遙祐, 河田 沙紀, 清水 一磨, 細木 美苗, 森 建介, 粟飯原 賢
一, 中村 信元 生活習慣病患者における年間へモグロビン変化の因子解析からみた肝腎-血液連関の
検討 四国医学雑誌(0037-3699)81巻1-2号 Page82(2025.06) 

110 堀 太貴(徳島県立海部病院 内科・総合診療科), 金子 遙祐, 河田 沙紀, 川人 圭祐, 喜多 大樹, 清水 
一磨, 細木 美苗, 森 建介, 粟飯原 賢一, 中村 信元, 稲葉 香織, 稲葉 圭佑, 影治 照喜, 浦岡 秀行 
高齢者内科救急におけるRespiratory Adjusted Shock Index(RASI)の有用性 四国医学雑誌(0037-3699)81
巻1-2号 Page74(2025.06) 

111 祖川 麻衣子(JA 徳島厚生連阿南医療センター), 赤澤 啓人, 辻 誠士郎, 中村 信元 汎発性帯状疱疹の
2例 西日本皮膚科(0386-9784)87巻2号 Page165(2025.04) 

112 堀 太貴(徳島県立海部病院 内科), 金子 遙祐, 河田 紗紀, 川人 圭祐, 喜多 大樹, 清水 一磨, 細木 美
苗, 森 建介, 粟飯原 賢一, 中村 信元, 稲葉 香織, 稲葉 圭佑, 影治 照喜, 浦岡 秀行 高齢者内科救
急における Respiratory adjusted shock index の有用性 四国医学雑誌(0037-3699)80 巻 5-6 号 
Page255(2025.02) 

113 堀 太貴(徳島県立海部病院 内科・総合診療科), 石田 晃基, 金子 遙祐, 川人 圭祐, 別宮 彰起, 細木 
美苗, 森 建介, 粟飯原 賢一, 中村 信元, 稲葉 香織, 稲葉 圭佑, 伊丹 加奈子, 勝瀬 昌代, 花岡 賀美, 
影治 照喜, 浦岡 秀行 非がん在宅療養患者における予後予測指標の有用性についての検討 四国医
学雑誌(0037-3699)80巻5-6号 Page252(2025.02) 

114 柴田 祥伍(徳島大学 大学院医歯薬研究部消化器内科学), 花田 康平, 米澤 真衣, 田中 宏典, 河野 豊, 
岡本 耕一, 曽我部 正弘, 宮本 弘志, 佐藤 康史, 高山 哲治 びまん浸潤型の多発肝転移により急速に
肝不全に至った乳癌の 1例 第124回日本消化器病学会四国支部例会 2025年 11月 15日（土）・16日
（日） 徳島 

115 山口 あき(徳島大学 医学部 Student Lab), 岡久 稔也, 四宮 遼, 末内 辰尚, 香川 美和子, 上田 浩之, 
門田 美由香, 米澤 真衣, 田中 宏典, 喜田 慶史, 河野 豊, 曽我部 正弘, 佐藤 康史, 大野 将樹, 高山 
哲治 腸音計を用いた日常生活中の腸運動解析結果の表示法 第 124 回日本消化器病学会四国支部例
会 2025年11月15日（土）・16日（日） 徳島 

116 米澤 真衣(徳島大学病院 消化器内科), 田中 宏典, 柴田 祥伍, 花田 康平, 田中 貴大, 友成 哲, 河野 
豊, 宮本 弘志, 佐藤 康史, 高山 哲治 肝胆膵:肝胆膵疾患診療の現況と展望、およびその取り組み 当
科で施行した経頸静脈的肝生検(TJLB)の有用性に関する後ろ向き検討 第 124 回日本消化器病学会四
国支部例会 2025年11月15日（土）・16日（日） 徳島 

117 三橋 威志(徳島大学病院 消化器内科), 河野 豊, 高山 哲治 肝疾患におけるバイオマーカー 肝細胞
癌において ALDOA は DNA 修復および G2/M チェックポイントに協調してプラチナ系抗がん剤および
PARP阻害薬の感受性を規定する 肝臓(0451-4203)66巻Suppl.2 Page A585(2025.09) 

118 速水 優花(JA 徳島厚生連阿南医療センター 看護部), 照本 美保, 河野 豊 肝炎医療コーディネーター
の活動や動機を維持する因子を探索するアンケート調査 肝臓(0451-4203)66 巻 Suppl.3 Page 
A818(2025.10) 

119 藤田 望(徳島大学病院 検査部), 上田 舞, 佐藤 美智子, 立木 佐知子, 後藤 由香, 中尾 隆之, 河野 
豊, 高山 哲治 当院の肝炎医療コーディネーターを中心とした HBV 再活性化対策の取り組みについて 
職種を超えた協働体制の構築を目指して 肝臓(0451-4203)66巻Suppl.3 Page A816(2025.10) 

120 田中 宏典(徳島大学病院 消化器内科), 河野 豊, 高山 哲治 Advanced stage肝癌に対する治療戦略(肝
癌) 進行肝細胞癌に対する Atezolizumab+Bevacizumab 療法の長期治療成績 肝臓(0451-4203)66 巻
Suppl.3 Page A790(2025.10) 

121 佐々木 遼太(徳島大学 医学部消化器内科), 花田 康平, 米澤 真衣, 田中 宏典, 河野 豊, 岡本 耕一, 
曽我部 正弘, 宮本 弘志, 佐藤 康史, 高山 哲治 デュルバルマブ単剤療法にて奏功が得られた関節リ
ウマチ合併肝細胞癌の1例 第123回日本消化器病学会四国支部例会 2025年6月21日(土)・22日(日) 
高知 

122 阿部 愛美(徳島大学 医学部Student Lab), 岡久 稔也, 末内 辰尚, 香川 美和子, 花田 康平, 勢井 萌都
子, 藤本 将太, 岡田 明子, 米澤 真衣, 喜田 慶史, 河野 豊, 曽我部 正弘, 高山 哲治 ベルト型腸音解
析システムを用いた日常腸音解析による過敏性腸症候群の診断 第 123 回日本消化器病学会四国支部
例会 2025年6月21日(土)・22日(日) 高知 

123 三宅 孝典(徳島大学 大学院医歯薬学研究部消化器内科学), 藤本 将太, 樫原 孝典, 河野 豊, 高山 哲
治 消化管:消化器疾患に対する診断と治療の最前線 EGFR を標的とした食道がんの内視鏡的光分子イ
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メージング研究 汎用型自作蛍光内視鏡を用いた観察 第 123 回日本消化器病学会四国支部例会 2025
年6月21日(土)・22日(日) 高知 

124 田中 宏典(徳島大学 医歯薬学研究部消化器内科学), 花田 康平, 米澤 真衣, 河野 豊, 高山 哲治 
SWEとUGAPを用いた肝線維化,脂肪化の評価 超音波医学(1346-1176)52巻Suppl. Page S438(2025.04) 

125 
 
手束 宏明(徳島大学病院 卒後臨床研修センター), 花田 康平, 田中 宏典, 上田 浩之, 米澤 真衣, 友成 
哲, 河野 豊, 高山 哲治, 藤井 志朗 急性骨髄性白血病に対する造血幹細胞移植 13 年後に HBV 再活
性化を来したHBV既感染の1例 四国医学雑誌(0037-3699)81巻1-2号 Page89(2025.06) 

126 久次米 祥子(JA 徳島厚生連阿南医療センター 臨床検査科), 照本 美保, 河野 豊, 板垣 達三, 滝下 誠, 
佐藤 康史, 高山 哲治 検査技師肝炎医療コーディネーターが主体となった,院内における肝炎ウイルス
陽性者の拾い上げシステムの構築とその成果について 肝臓(0451-4203)66 巻 Suppl.1 Page 
A267(2025.04) 

127 小西 友(JA 徳島厚生連阿南医療センター 患者支援センター), 照本 美保, 河野 豊, 板垣 達三, 滝下 
誠, 佐藤 康史, 高山 哲治 公認心理師/臨床心理士肝炎医療コーディネーターが主体となった,依存症非
専門医療機関におけるアルコール使用障害患者と家族への介入について 肝臓(0451-4203)66巻Suppl.1 
Page A256(2025.04) 

128 立木 佐知子(徳島大学病院 患者支援センター肝疾患相談室), 福田 直也, 田中 宏典, 山田 眞一郎, 河
野 豊, 島田 光生, 矢野 佳世 肝炎医療コーディネーター養成講習会におけるグループワークの有効性
について考える 新規受講者アンケート結果より 肝臓(0451-4203)66巻Suppl.1 Page A255(2025.04) 

129 田中 宏典(徳島大学病院 消化器内科), 河野 豊, 高山 哲治 肝がん集学的治療における局所療法 肝
細胞癌に対する定位放射線療法の治療成績 肝臓(0451-4203)66巻Suppl.1 Page A176(2025.04) 

130 田中 宏典(徳島大学病院 消化器内科), 米澤 真衣, 花田 康平, 上田 浩之, 曽我部 正弘, 河野 豊, 高
山 哲治 MRI を用いた脂肪性肝疾患の脂肪化・線維化評価の有用性 日本消化器病学会雑誌(0446-
6586)122巻臨増総会 Page A378(2025.03) 

131 曽我部 正弘(徳島大学病院 消化器内科), 香川 美和子, 末内 辰尚, 樫原 孝典, 喜田 慶史, 友成 哲, 
河野 豊, 佐藤 康史, 岡久 稔也, 高山 哲治 「飲」「食」と消化器疾患の新知見 逆流性食道炎発症への
飲酒の影響と口腔内細菌との関連性 日本消化器病学会雑誌(0446-6586)122 巻臨増総会 Page 
A175(2025.03) 

132 良元俊昭, 西正暁, 徳永卓哉, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 石川大地, 宮崎克己, 武原悠花子, 島田
光生 光受容体をターゲットとする、青色 LED による大腸癌治療法の開発 第 125 回日本外科学会定期
学術集会  2025/4/10-12  仙台 

133 髙須千絵, 西正暁, 和田佑馬, 徳永卓哉, 柏原秀也, 石川大地, 良元俊昭, 島田光生 高齢者フレイル胃
癌患者における栄養・運動リハビリの意義： 短期・長期成績改善を目指した取り組み 第 125 回日本外科
学会定期学術集会  2025/4/10-12  仙台 

134 石川大地, 徳永卓哉, 宮崎克己, 宮崎克己, 良元俊昭, 和田佑馬, 髙須千絵, 柏原秀也, 西正暁, 島田光
生 傾向スコア解析を用いた下部直腸癌に対するTaTME、TpAPRの有用性に関する検討 第125回日本
外科学会定期学術集会  2025/4/10-12  仙台 

135 和田佑馬, 西正暁, 髙須千絵, 徳永卓哉, 柏原秀也, 石川大地, 良元俊昭, 島田光生 エクソソーム
miRNA を用いた早期胃癌におけるリンパ節転移の予測 第 125 回日本外科学会定期学術集会  
2025/4/10-12  仙台 

136 徳永卓哉, 柏原秀也, 中尾寿宏, 良元俊昭, 西正暁, 髙須千絵, 和田佑馬, 森根裕二 他臓器浸潤下部直
腸癌に対する経肛門アプローチを用いた低侵襲手術- SOX+Bevacizumab による術前CRT の有用性 第
100回中国四国外科学会総会・第30回中国四国内視鏡外科研究会   2025/9/11-12  岡山 

137 柏原秀也, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 良元俊昭, 西正暁, 髙須千絵, 和田佑馬, 森根裕 経肛門アプローチに
おける術中ホログラム手術支援の有用性 第 100 回中国四国外科学会総会・第 30 回中国四国内視鏡外
科研究会   2025/9/11-12  岡山 

138 西正暁, 髙須千絵, 和田佑馬, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 柏原秀也, 良元俊昭, 森根裕二 hinotori を用いたロ
ボット支援胃癌手術-da Vinci  Surgical system vs. hinotoriTM- 第100回中国四国外科学会総会・第30回
中国四国内視鏡外科研究会   2025/9/11-12  岡山 
良元俊昭, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 柏原秀也, 西正暁, 髙須千絵, 和田佑馬, 森根裕二 経肛門アプローチ
を用いた直腸癌に対する拡大手術 第79回手術手技研究会  2025/11/7-8 大阪 

139 西正暁,  重要演題（口演）：胃症例報告3 第87回日本臨床外科学会学術集会  2025/11/20-22 東京 
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140 徳永卓哉, 柏原秀也, 中尾寿宏, 良元俊昭, 西正暁, 髙須千絵, 和田佑馬, 森根裕二 他臓器浸潤局所進
行下部直腸癌に対する経肛門アプローチ 第87回日本臨床外科学会学術集会  2025/11/20-22 東京 

141 西正暁, 髙須千絵, 和田佑馬, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 柏原秀也, 良元俊昭, 森根裕二 ロボット支援胃癌手
術の役割：da Vinci Surgical system vs. HinotoriTM 第87回日本臨床外科学会学術集会  2025/11/20-22 
東京 

142 和田佑馬, 西正暁, 髙須千絵, 徳永卓哉, 中尾寿宏, 柏原秀也, 良元俊昭, 森根裕二 リキッドバイオプシ
ーを用いた早期胃癌におけるリンパ節転移の予測 第 87 回日本臨床外科学会学術集会  2025/11/20-
22 東京 

143 良元俊昭, 西正暁, 中尾寿宏, 徳永卓哉, 柏原秀也, 髙須千絵, 和田佑馬, 武原悠花子, 森根裕二 青色
LED 光照射による新たな大腸癌治療法の開発 第 87 回日本臨床外科学会学術集会  2025/11/20-22 
東京 

144 徳永卓哉,柏原 秀也,中尾寿宏,良元俊昭,西正暁,高須千絵,和田佑馬,森根裕二 直腸癌手術における XR
技術を活用した経肛門アプローチ 第38回日本内視鏡外科学会総会  2025/12/11-13  横浜 

145 西正暁,高須千絵,和田佑馬,徳永卓哉,柏原秀也,中尾寿宏,良元俊昭,森根裕二 Hinotori™を用いたロボット
支援胃癌手術の有用性 第38回日本内視鏡外科学会総会  2025/12/11-13  横浜 

146 柏原秀也,徳永卓哉,中尾寿宏,良元俊昭,西正暁,高須千絵,和田佑馬,森根裕二 直腸癌手術における
hinotoriの導入とその応用 第38回日本内視鏡外科学会総会  2025/12/11-13  横浜 

147 徳永卓哉,和田佑馬,中尾 寿宏,西正暁,柏原秀也,高須千絵,良元俊昭,森根裕二 下部直腸癌に対する
SOX+Bev 併用術前化学放射線療法の長期成績と効果予測 第 36 回日本消化器癌発生学会総会  
2025/12/16-17  福岡 

148 西正暁, 和田佑馬,高須千絵,徳永卓哉,柏原秀也,中尾寿宏,良元俊昭,森根裕二,島田光生 リキッドバイオプ
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2 松岡 賢市 造血細胞移植の進歩 GVHD 治療の現在地と新たな展開 日本輸血細胞治療学会誌(1881-
3011)71巻2号 Page288(2025.04) 

3 松岡 賢市 RINKETSU Dictionary ROCK2阻害薬 臨床血液(0485-1439)66巻4号 Page294(2025.04) 

4 大崎 裕亮(徳島大学病院 脳神経内科), 中村 信元, 三木 浩和, 山崎 博輝, 和泉 唯信 【筋疾患と神経
疾患の狭間の疾患】神経・筋の狭間の疾患 AL アミロイドーシス 臨床神経生理学(1345-7101)53 巻 3 号 
Page161-166(2025.06) 

5 松岡 賢市 GVHD の基礎病態と治療標的 日本造血・免疫細胞療法学会雑誌(2436-455X)14 巻 3 号 
Page114-120(2025.07) 

6 中村 信元 【COVID-19と腎臓との関連を再考する】COVID-19の最新知見 日本腎臓病薬物療法学会誌
(2187-0411)14巻2号 Page237-240(2025.08) 

7 松岡 賢市 急性リンパ性白血病における治療の進歩 臨床血液(0485-1439)66 巻 9 号 Page959-
964(2025.09) 

8 河野 豊 【肝疾患治療の最新動向-新薬の情報とともに】肝細胞癌-新規薬剤による長期生存への期待 
臨床消化器内科(0911-601X)40巻12号 Page1472-1478(2025.10) 

 

 

(和文原著) 
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1 三宅 南帆, 辻 誠士郎, 河田 沙紀, 中村 信元, 乙田 敏城, 湯浅 智之, 粟飯原 賢一 : 2型糖尿病におけ
る推定塩分摂取量に関わる因子の探索. 四国医学雑誌, Vol.80, No.3, 4, 107-112, 2024年. 

2 新家崇義、原田雅史、西岡安彦. ウイルス感染症の胸部画像診断. 四国医学雑誌. 第80巻 第１、２号. 
令和6年6月21日、Jun21,2024. 

3 新家 崇義(徳島大学病院 放射線診断科), 原田 雅史, 滝沢 宏光, 西岡 安彦 似たもの画像,あいまい
画像を一刀両断!画像診断道場 実はこうだった[第321回] 胸部単純CTでの左下葉の浸潤影増大……
診断は?  日本医事新報(0385-9215)5287号 Page1-2(2025.08) 

4 松下 知樹(徳島大学病院 放射線診断科), 新家 崇義, 平岡 淳一郎, 廣島 由夏, Badrakhzul Zayabat, 
Badarchin Manduukhai, 高尾 正一郎, 原田 雅史, 岩本 誠司, 西庄 俊彦, 西良 浩一, 坂東 良美, 上原 
久典 新たな手法である MRI テクスチャ解析によって神経原性腫瘍を鑑別する 四国医学雑誌(0037-
3699)81巻1-2号 Page83-84(2025.06) 

5 音見 暢一(徳島大学病院 放射線診断科), 新家 崇義, 原田 雅史 似たもの画像,あいまい画像を一刀両
断!画像診断道場 実はこうだった(第 334 回) FDG の異常な集積部位は?  日本医事新報(0385-
9215)5312号 Page1-2(2026.02) 

6 前田 悠作, 原田 武志, 住谷 龍平, 大浦 雅博, 曽我部 公子, 八木 ひかる, 藤井 志朗, 中村 信元, 三
木 浩和, 松岡 賢市 濾胞性リンパ腫の加療中に発症した CD4 陽性の EBV 陽性節性T/NK 細胞リンパ
腫 臨床血液(0485-1439)66巻4号 Page285(2025.04) 

7 原発性腹膜腫瘍の画像診断 

新家 崇義 , 音見 暢一 , 池本 哲也 , 森根 裕二 , 坂東 良美 , 上原 久典 , 常山 幸一 , 原田 雅史 

画像診断 46巻3号 , 2026年2月 , pp.289-297 

 

 

＜著書＞ 

1 松岡 賢市 【新・白血病学(下)-病態・診断・診療-】白血病治療の支持療法と支援 造血幹細胞移植の合
併症とマネージメント 急性・慢性 GVHD の病態形成機序と治療標的 日本臨床(0047-1852)83 巻増刊 5 
新・白血病学(下) Page406-412(2025.05) 

2 添木 武 【不整脈診療学-最新の診断・治療動向-】不整脈各論 伝導障害 2枝ブロック・3枝ブロック 日
本臨床(0047-1852)83巻増刊1 不整脈診療学 Page392-397(2025.01) 

3 河野 豊 【機能性植物エゾウコギ】機能性植物エゾウコギの秘めたる可能性 臨床化学(0370-5633)54 巻
2号 Page81-86(2025.04) 

 

 

４ 診療面 

 

(1) 徳島大学病院での診療 
①  内分泌・代謝内科 
本講座特任教授の粟飯原は、再来外来診療を月 1 回（第 4 木曜日）、本講座特任助教の浅井は、新患およ

び再来外来診療を週 1 回（木曜日）、担当しており、糖尿病および内分泌・代謝疾患（間脳下垂体疾患・甲状

腺疾患・副甲状腺疾患・副腎疾患・肥満症・脂質異常症・高血圧症・尿酸代謝異常など）の専門診療を行って

います。入院が必要な患者さんの診療に関しては、血液・内分泌代謝内科学スタッフのサポートを得て外来

と緊密な連携のもとで、治療を行っています。 

②  血液内科 
徳島大学病院血液内科において、本講座特任教授の中村は外来診療を週1回（木曜日）、担当しており、血

液疾患やHIV感染症などの専門診療を行っています。また、本講座特任教授を併任している、徳島大学大学

院医歯薬学研究部 血液・内分泌代謝内科学分野の松岡賢市は、週一回（月曜日）に担当しています。再来

患者さんの診療に加え、新患患者さんの予約・紹介受診が可能です。 
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③  循環器内科 
本講座特任教授の添木は外来診療を週1回（火曜日）、担当しており、循環器、特に不整脈領域の専門診療

を行っています。再来患者さんの診療に加え、新患患者さんの予約・紹介受診が可能です。また、入院加療と

しては、不整脈チームのチーフとして、頻脈性不整脈に対するカテーテルアブレーション、徐脈性不整脈・致死

性不整脈に対するペースメーカー・植込み型除細動器（ICD）植込み術、難治性心不全に対する心臓再同期療

法（CRT）などの高度医療に携わっています。   

④  消化器内科 
本講座特任教授の河野は、外来診療を週 1 回（金曜日）担当しており、消化器、特に肝臓疾患の専門診療

を行っています。再来患者さんの診療に加え、新患患者さんの予約・紹介受診が可能です。肝炎の原因診断

および治療、肝癌のインターベンション治療（ラジオ波焼灼術、肝動脈塞栓術）や化学療法を行っています。 

⑤  放射線科 
本講座特任教授の新家は、月・火・水曜日は午前・午後、木曜日は午後、金曜日は午前に外来診療を担当し

ています。全身の臓器に生じる、良性病変から悪性腫瘍まで幅広い疾患を対象としており、CTやMRI、核医学

、PET/CTなどマルチモダリティな総合画像診断を行い、読影レポート作成を行っております。 

⑥ 消化器外科 
本講座特任教授の西は月曜日・金曜日に外来を担当しています。手術は火曜日・木曜日に胃癌手術を主

に行っており、最近ではロボット（da Vinci/hinotori）を用いた低侵襲手術を積極的に導入しています。また肥満

症に対する減量手術も行っており、内科的な治療が困難な症例に対して内分泌内科と連携しながら治療をお

こなっています。 

 

(2) JA徳島厚生連阿南医療センターでの診療 

阿南医療センターでは、下表のスケジュールで初診および再来患者の外来診療を担当し、入院治療は常

勤医と連携しながら行なっています。また循環器内科では、心房細動や発作性上室性頻拍に対するカテーテル

アブレーション、徐脈性不整脈に対するペースメーカー植込み術、植込み型心電計、経食道心エコーなどの特

殊検査も施行しています。このように、地域においても徳島大学病院と同様に高度な循環器診療を受けられるシ

ステムづくりを目指しています。血液内科では、外来での積極的な外来化学療法の他、必要に応じて常勤の血

液専門医と協調して入院診療を行っております。消化器内科では、ウイルス肝炎の診断・治療や、肝癌で入院

が必要な患者さんは、徳島大学消化器内科と連携して治療を行っています。消化器外科では徳島大学病院と

同様の低侵襲な鏡視下手術を行っております。糖尿病・内分泌代謝内科では、糖尿病をはじめとする代謝疾患

の診療に加え、肥満患者さんを対象とした肥満外来を開設しています。肥満症と生活習慣病の密接な関連を踏

まえ、生活習慣指導や薬物療法を組み合わせた包括的な肥満症治療に取り組んでいます。 

 

 月 火 水 木 金 土 日 

糖尿病内科・ 

内分泌代謝内科 

湯浅  智之   

(２０２５年１０月３１日迄) 

浅井 孝仁 

湯浅 智之 

(２０２５年１０月３１日

迄) 

粟 飯 原 

賢一 

粟飯原 

賢一 

粟 飯 原 

賢一 

  

循環器内科     添木 武   

血液内科 中村 信元  中村  

信元 

松岡 

賢市 

(第一木曜) 

   

消化器内科   河野 豊     
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(２０２５年１０月３１

日迄) 

消化器外科   西 正暁     

放射線科    新家  

崇義 

  新家  

崇義 

 

 

(3) 美波町国民健康保険美波病院での診療 

阿南医療センターに対する美波病院から診療支援要請に対応する目的で、本講座業務の一環として、粟飯

原が火曜日の午前に内科外来を行なっています。専門診療が必要な患者に対しては、阿南医療センター、県

立海部病院、徳島赤十字病院、徳島大学病院に紹介し、診療連携体制をとっています。 

 

５ 社会貢献 

講演活動・会議開催・患者会活動など 

 

1. 2025年4月23日  
阿南健康づくりセンター 

阿南市特定保健指導対象者講義 

「受けただけではもったいない！～健診結果を活用しよう～」  （講師：湯浅智之） 

 

2. 2025 年 6 月 14 日 
阿南医療センター市民公開講座 

「糖尿病の予防といろは」（講師：粟飯原賢一） 

 

3. 2025年6 月28日 阿南医療センターひまわり会総会 
「糖尿病の最近の話題」  (講師：粟飯原賢一) 

 
4. 2025 年 8 月 27 日 
第３２回がん診療連携セミナー 

｢最新の胃癌治療-ロボット支援手術と薬物療法の最前線｣（発表：西 正暁） 

｢造血器腫瘍遺伝子パネル検査の実装と臨床的有用性｣（発表：中村 信元） 

 

5. 2025 年 8 月 29 日 
COVID 対策セミナー 

「新型コロナウイルス感染症とその対策の現在地-徳島県の現状を踏まえて-」(講師：中村信元) 

 

6. 2025年9月4日  
2型糖尿病合併症マネジメントの実践と診療連携の深化に向けて～病診連携Webセミナー～ 

「2型糖尿病治療の質を高める病診連携～入院治療の新たな選択肢～」 （講師：浅井孝仁） 

 

7. 2025年9月25日  
令和6年度 糖尿病ケアメディカルゾーンセミナー 

「ライフステージ別糖尿病管理：高齢期」  （講師：浅井孝仁） 

 

8. 2026年10月21日 第145回 糖尿病臨床・研究開発センター講演会 
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「代謝機能障害関連疾患研究における基礎と臨床2刀流のススメ 」 (講師：粟飯原賢一) 

 

7. 2025 年 11 月 24 日 
Web市民公開講座 なるほど！血友病ワークショップ4 

～未来の医療のために血液凝固レジストリという大切な一歩を～ 

「みんなで考えよう！血友病の未来を守るために残すべきこと」(講師：中村信元) 

 

8. 2025年12月6日 
第127回日本循環器学会四国地方会開催（あわぎんホール）(会長：添木武) 

 

9. 2025年12月7日 
第127回日本循環器学会四国地方会市民公開講座 

テーマ『健やかな心臓で、豊かな人生を！～専門医が贈る、最新の知恵と対策～』 

「不整脈：突然死と脳梗塞を防ぐ知識」（講師：添木武） 

 

9. 2025年12月10日 徳島市糖尿病サポーター(TCDS)養成研修会 
「糖尿病のある人の災害対策」  (講師：粟飯原賢一) 

 

10. 2026 年 2 月 13 日 
AMLシンポジウム in 徳島 

「徳島大学における造血器腫瘍遺伝子パネル検査の運用と活用事例」(講師：中村信元) 

11. 2026年3月12日 
第34回不整脈治療研究会 

「日常臨床に潜む『稀だけどたまに出会う』不整脈」 （講師：添木武） 

 

12. 2026 年 3 月 17 日 
第 4 回精密医療セミナー 

「造血器腫瘍の遺伝子パネル検査ヘムサイトの現状」(講師：中村信元) 

 

その他 

1. 厚生労働行政推進調査事業費「肝炎等克服政策研究」 令和3年度～ 
「オーダーメードな肝炎ウイルス感染防止・重症化予防ストラテジーの確立に資する研究」 研究分担者 河野 

豊 

 

2. 厚生労働行政推進調査事業費「肝炎等克服政策研究」 令和5年度～ 
「多様な病態に対応可能な肝疾患のトータルケアに資する人材育成及びその活動の質の向上等に関する研究」

研究分担者  河野 豊 



 28

5 活動写真 

 

2025年12月6日  

第127回日本循環器学会四国地方会を会長として開催（あわぎんホール）（添木 武） 

四国各地の医師、コメディカルら約490名が参加し、盛況を博した。 

 

 

2025年12月7日 

第127回日本循環器学会四国地方会市民公開講座を開催（添木 武） 
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2025 年 12 月 6 日 日本エイズ学会（中村信元） 

 

2025年11月8日 第35回臨床内分泌代謝Update（浅井 孝仁） 

 

 

2025年10月5日 阿南市文化会館 

あなん健康まつり 健康講演会 粟飯原賢一 
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2025年5月31日 第68回日本糖尿病学会年次学術集会 岡山コンベンションセンター 

 

 
2026 年 3 月 8 日 徳島医学会学術集会 教授就任記念講（中村信元） 
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2026年3月8日 徳島医学会学術集会 教授就任記念講（西 正暁） 

 

 

2025年11月14日 糖尿病週間ブルーライトアップ 

 


